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さらなる少 子化対策は
（
３
月
定
例
会
）

（
３
月
定
例
会
）濵中町長

少子化対策・
住宅問題は
重要だ

　３月定例会を９日から開催。
　平成27年度予算など41議案・議員提出議案１件を慎重に審議し、原案どおり可決しました。
　県の豊島産廃処理事業が28年度に終了するのにともなう町のゴミ処理施設建設、小・中学校の太陽光発
電設備設置、子育て支援事業で３歳到達時まで紙おむつ・粉ミルクなどの助成をする経費などが計上され
ています。
　また、岡教育長退職にともない、新しく原　貴氏の教育長任命に同意しました。
　町民にとって大切な27年度の一般会計・特別会計予算に対し、活発な質疑を行い16日に閉会しました。

平成2 7年度予算総括表

会　　計 予算規模
（万円）

対前年度比
（％）

一 般 会 計 41億9838 4.0

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 事 業 5億5790 15.5

介 護 保 険 事 業 3億6070 11.0

診 療 所 事 業 2億4507 ▲2.6

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 5560 2.0

離 島 飲 料 水 供 給 事 業 742 128.5

下 水 道 事 業 1億7695 ▲22.7

釣 公 園 事 業 1786 ▲0.1

小　　計 14億2149 4.2

簡 易 水 道 事 業 6億8114 177.0

合　　計 63億 101 8.9
簡易水道予定量　給水戸数　　　　1,740戸
　　　　　　　　一日平均給水量　4,647㎥

一般会計款別構成表

歳出

予備費 0.2％　1000万円
議会費 1.4％
5958万円

総務費
14.9%
6億2185万円

民生費
11.2%
4億6750万円

衛生費
26.6%
11億1788万円

農林水産業費
26.2%
11億40万円

商工費
1.5%
6378万円

消防費 1.7%
6949万円

教育費 7.2%
3億362万円

公債費 3.7%　１億5584万円

土木費 5.4%
２億2840万円

※歳出の款別構成を円グラフで表示しています。

職員住宅建設

子育て支援積浦漁港高潮対策

焼却施設整備
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さらなる少 子化対策は平成27年度一般会計予算
41億9800万円

軽
自
動
車
税
の
増
税
は

軽
自
動
車
税
の
増
税
は

Q
（
小
林
）
昨
年
承
認

し
た
軽
自
動
車
税
の

増
税
分
が
、
₂₇
年
度
の
予
算

に
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。
ど

の
よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
。

A
（
税
務
課
長
）
専
決

処
分
で
処
理
す
る
予

定
で
あ
る
。

雨
水
排
水
対
策
は

雨
水
排
水
対
策
は

Q
（
浜
口
）
納
言
様
の

雨
水
ポ
ン
プ
場
が
完

成
し
た
。
引
き
続
き
雨
水
対

策
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

主
な
質
疑

ル
は
。

A
（
町
長
）
現
在
調
査

中
で
あ
り
、
終
了
す

れ
ば
国
に
要
望
す
る
。
詳
細

は
今
後
検
討
す
る
が
、
で
き

る
だ
け
早
く
し
た
い
。

少
子
化
対
策
は

少
子
化
対
策
は

Q
（
丸
山
）
₂₇
年
度
に

は
３
歳
に
達
す
る
ま

で
、
粉
ミ
ル
ク
や
紙
お
む
つ

な
ど
育
児
用
品
の
補
助
制
度

を
計
上
し
て
い
る
が
、
今
後

の
さ
ら
な
る
対
策
は
。

A
（
町
長
）
少
子
化
対

策
に
は
一
番
力
を
い

れ
た
い
。
い
ろ
い
ろ
検
討
し

て
い
る
が
、
で
き
る
も
の
か

ら
や
っ
て
い
く
。

民
間
委
託
は

民
間
委
託
は

Q
（
浜
口
）
釣
公
園
の

民
間
委
託
は
、
ベ

ネ
ッ
セ
の
研
修
施
設
が
完
成

す
る
の
に
併
せ
て
要
望
す
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
進

捗
状
況
は
。

A
（
町
長
）協
議
は
行
っ

て
い
る
が
、
研
修
施

設
が
完
成
し
て
か
ら
に
し
て

ほ
し
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

住
宅
対
策
は

住
宅
対
策
は

Q
（
井
下
）
さ
ら
な
る

住
宅
対
策
を
提
案
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
町
営
住

宅
の
建
設
予
定
は
。

A
（
町
長
）
住
宅
は
ま

だ
不
足
し
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
の
で
、
今
後

も
積
極
的
に
や
っ
て
い
く
。

松
く
い
虫
の
防
除
は

松
く
い
虫
の
防
除
は

Q
（
中
野
）
松
く
い
虫

防
除
は
継
続
し
て
行

う
の
か
。

A
（
町
長
）
現
在
、
樹

幹
注
入
で
防
除
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
も
引
き

続
き
行
っ
て
い
く
。

ダ
ム
公
園
の
進
捗
状
況
は

ダ
ム
公
園
の
進
捗
状
況
は

Q
（
中
野
）
ダ
ム
公
園

の
進
捗
と
町
道
の
整

備
は
。

A
（
町
長
）
桜
の
森
公

園
は
、
近
々
着
手
す

る
と
聞
い
て
い
る
。

　

町
道
の
状
況
を
確
認
し

て
、
傷
ん
で
い
れ
ば
補
修
す

る
。

完成した納言様雨水ポンプ場

〈
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
〉

直島の火まつり

橋補強太陽光発電設置

消防車購入
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た
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

他
の
企
業
に
も
お
願
い
し

た
い
。小

型
バ
ス
の
継
続
を

小
型
バ
ス
の
継
続
を

Q
（
丸
山
）
小
型
バ
ス

は
継
続
し
て
運
行
す

る
の
か
。
ま
た
、
デ
マ
ン
ド

型
の
運
行
に
つ
い
て
、
ど
う

考
え
る
か
。

A
（
町
長
）
小
型
バ
ス

の
運
行
は
充
実
さ
せ

た
い
。
ど
の
よ
う
な
運
営
が

い
い
か
、
検
討
し
た
い
。

雨
漏
り
対
策
は

雨
漏
り
対
策
は

Q
（
中
野
）
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
大
規
模
改
修

が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
が
、

雨
漏
り
は
把
握
し
て
い
る
か
。

A
（
町
長
）
十
分
現
状

確
認
し
て
い
る
。

借
金
を
減
ら
せ

借
金
を
減
ら
せ

Q
（
小
林
）
最
近
３
年

間
で
町
債
が
増
え
て

い
る
。
町
の
借
金
を
減
ら
す

努
力
が
必
要
で
は
。

A
（
町
長
）
指
摘
の
と

お
り
で
あ
り
、
過
大

な
借
金
に
な
ら
な
い
よ
う
、

工
夫
し
て
い
く
。

町
の
施
策
を
網
羅
し
て

町
の
施
策
を
網
羅
し
て

Q
（
小
林
）
町
が
行
っ

て
い
る
様
々
な
助
成

制
度
を
一
覧
表
に
し
て
、
周

知
し
て
は
。

A
（
町
長
）
以
前
、
町

の
施
策
を
詳
し
く
書

い
た
町
民
便
利
手
帳
を
配
布

し
た
。

　

内
容
の
変
更
や
増
加
し
た

施
策
も
あ
り
、
前
向
き
に
考

え
た
い
。

女
性
職
場
の
確
保
を

女
性
職
場
の
確
保
を

Q
（
小
野
）
町
内
に
若

い
女
性
の
働
く
職
場

が
少
な
い
。
職
場
確
保
の
た

め
、企
業
に
働
き
か
け
て
は
。

A
（
町
長
）
製
錬
所
か

ら
は
女
性
が
働
け
る

場
所
も
で
き
る
の
で
採
用
し

管
理
体
制
は

管
理
体
制
は

Q
（
小
林
）
納
言
様
の

雨
水
ポ
ン
プ
場
が
完

成
し
た
が
、
管
理
体
制
は
ど

う
す
る
の
か
。

A
（
町
長
）
現
在
あ
る

石
場
と
同
様
に
、
環

境
水
道
課
で
の
管
理
を
考
え

て
い
る
。

修
学
資
金
の
貸
付
は

修
学
資
金
の
貸
付
は

Q
（
浜
口
）
看
護
学
生

へ
の
修
学
資
金
貸
付

の
利
用
者
は
何
人
か
。ま
た
、

周
知
方
法
は
ど
の
よ
う
に
し

て
い
る
の
か
。

A
（
町
長
）
こ
れ
ま
で

の
利
用
者

は
２
人
で
あ
り
、

看
護
学
校
入
学
時

に
周
知
し
て
い
る
。

補
助
制
度
の 

 

見
直
し
は

補
助
制
度
の

見
直
し
は

Q
（
井
下
）

ま
ち
づ
く

り
活
動
支
援
補
助

制
度
の
見
直
し
状

況
は
。

A
（
町
長
）

こ
れ
ま
で

は
３
年
が
限
度
で
あ
っ
た

が
、
４
年
目
以
降
も
半
額
補

助
で
き
る
よ
う
改
正
し
た
い
。

地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と 

 

地
方
版
総
合
戦
略
の
内
容
は

地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と

地
方
版
総
合
戦
略
の
内
容
は

Q
（
井
下
）
地
方
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
と
地
方
版

総
合
戦
略
を
策
定
す
る
と
あ

る
が
、
そ
の
内
容
は
。

A
（
町
長
）
国
の
総
合

戦
略
に
基
づ
き
、
地

方
が
作
成
す
る
も
の
で
、
こ

れ
に
基
づ
き
交
付
金
が
出
る
。

　

具
体
的
に
は
こ
れ
か
ら

で
、
町
の
総
合
計
画
と
よ
く

似
た
も
の
だ
。

もっと利用してほしい…

３月23日　直島パヴィリオンが Open

危
険
木
伐
倒
基
準
は

危
険
木
伐
倒
基
準
は

Q
（
石
川
）
住
宅
付
近

の
町
有
地
に
あ
る
危

険
木
を
伐
倒
す
る
基
準
は
あ

る
の
か
。

A
（
総
務
課
長
）
画
一

的
な
基
準
は
な
い
。

現
地
を
確
認
の
う
え
必
要
と

判
断
す
れ
ば
行
う
。

美
術
作
品
清
掃
管
理
と
は

美
術
作
品
清
掃
管
理
と
は

Q
（
井
下
）
管
理
の
対

象
は
。
直
島
パ
ヴ
ィ

リ
オ
ン
の
敷
地
整
備
は
ど
う

す
る
の
か
。

A
（
建
設
経
済
課
長
）

赤
カ
ボ
チ
ャ
、
文
楽

パ
ペ
ッ
ト
、
新
し
く
で
き
る

直
島
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
の
清
掃

管
理
で
、
敷
地
は
砕
石
敷
で

整
備
す
る
。

町
民
会
館
で
の
飲
酒
は

町
民
会
館
で
の
飲
酒
は

Q
（
石
川
）
町
民
会
館

は
葬
儀
に
も
使
え
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
飲
酒
も

で
き
る
の
か
。

A
（
教
育
次
長
）
民
生

会
館
と
同
様
に
飲
酒

は
可
能
。

〈
前
ペ
ー
ジ
よ
り
〉

特
別
会
計

診
療
所
事
業

診
療
所
事
業

賛
成
（
井
下
）

　

職
員
・
看
護
師
と
新
し
く

替
わ
っ
て
来
ら
れ
る
医
師
２

人
で
、
一
丸
と
な
っ
て
町
民

が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
診

療
所
に
な
る
よ
う
に
、ま
た
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が

少
し
で
も
減
ら
せ
る
よ
う
望

む
。

釣
公
園
事
業

釣
公
園
事
業

賛
成
（
井
下
）

　

民
間
委
託
の
問
題
は
積
極

的
に
検
討
す
る
よ
う
に
。

　

ま
た
、
新
し
く
ハ
マ
チ
料

理
な
ど
考
え
て
い
る
が
、
そ

う
い
う
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
実

施
し
て
一
人
で
も
多
く
の
人

に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
努
力
を
望
む
。

討
　
論
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松島 俊雄 議員大谷 智子 議員

八幡神社
急ピッチで工事が進む町民会館

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

Q
　

町
内
に
存
在
す
る

石
碑
等
を
文
化
財
指

定
の
う
え
平
易
な
読
み
下
し

文
の
銘
板
を
整
備
し
て
現
在

の
若
者
が
理
解
で
き
る
よ
う

に
し
て
は
ど
う
か
。
こ
れ
は

公
費
で
賄
う
た
め
の
措
置
。

①
ご
う
ぜ
ん
さ
ん
境
内
の
井

島
に
関
す
る
碑
文
②
極
楽
寺

境
内
の
廬ロ

山ザ
ン

師
石
碑
③
斎サ
イ

度ド
ノ

坂サ
カ

改
削
記
念
碑
④
住
吉
神
社

境
内
の
宮
本
梶
平
翁
銘
板
⑤

役
場
前
松
島
九
三
郎
翁
銘
板
。

　

こ
れ
は
来
島
す
る
国
内
外

A
　

前
町
長
も
葬
儀
に

も
利
用
で
き
る
場
所

と
、
考
え
て
い
た
。
引
き
続

き
そ
の
方
向
で
進
め
る
。
町

と
し
て
、
場
所
、
備
品
、
設

備
の
提
供
は
で
き
る
。

　

葬
儀
の
や
り
方
も
多
様
化

し
て
い
る
。

　

故
人
の
意
志
や
遺
族
の
方

の
考
え
で
自
由
に
工
夫
し
て

い
た
だ
い
て
か
ま
わ
な
い
。

〔
教
育
長
〕
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
制
約
も
多
い

〔
町
長
〕
そ
の
方
向
で
進
め
る

町
内
神
社
仏
閣
を
文
化
財
指
定
に

通
夜
か
ら
葬
儀
ま
で
利
用
を

　

神
社
仏
閣
を
守
る
組
織

は
自
治
会
な
ど
で
あ
る
が
、

進
行
す
る
少
子
高
齢
化
の
中

で
そ
の
組
織
力
と
経
済
的
負

担
力
の
劣
化
は
否
定
で
き
な

い
。
そ
こ
で
将
来
的
に
公
費

に
よ
る
保
守
が
可
能
な
ら
し

め
る
た
め
に
八
幡
神
社
、
天

皇
神
社
、
住
吉
神
社
、
極
楽

寺
を
文
化
財
指
定
に
し
て
は

ど
う
か
。

Q
　

前
町
長
濵
田
孝
夫

氏
は
町
民
会
館
で
は

通
夜
か
ら
利
用
で
き
る
と
答

弁
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
濵
中
町
長
の
所
見
を
伺

う
。

　

い
つ
か
、
誰
に
も
訪
れ
る

「
そ
の
日
」
を
も
っ
と
自
由

に
、
自
分
ら
し
く
「
心
の
こ

も
っ
た
葬
儀
が
で
き
れ
ば
」

と
考
え
る
。

　

濵
中
町
長
を
中
心
に
婦
人

の
お
客
さ
ん
へ
の
「
お
も
て

な
し
」
に
も
な
る
。
直
島
の

歴
史
を
語
る
も
の
だ
。
ア
ー

ト
だ
け
で
は
な
い
直
島
を
世

界
に
示
し
て
は
ど
う
か
。

A
　

こ
れ
も
関
係
者
か

ら
の
指
定
申
請
が
必

要
だ
。

Q
　

答
弁
を
総
合
判
断

す
る
と
行
政
か
ら
の

積
極
的
な
サ
ポ
ー
ト
の
必
要

は
な
い
と
受
け
取
れ
る
が
、

そ
の
判
断
で
良
い
の
か
。

A
　

答
弁
の
中
で
当
事

者
か
ら
の
申
請
等
と

会
、
は
な
み
づ
き
、
食
改
、

ス
マ
イ
リ
ー
ズ
な
ど
、
女
性

達
と
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
告
別
式
の
時
、
ス
ク

リ
ー
ン
に
直
島
の
風
景
や
故

人
の
方
の
写
真
を
写
し
子
ど

も
や
孫
、
親
族
、
葬
儀
に
参

列
の
方
々
と
共
に
見
れ
ば
激

動
の
直
島
の
歴
史
も
分
か

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

も
と
れ
る
と
思
う
。

A
（
教
育
長
）
指
定
に

は
文
化
財
保
護
審
議

委
員
会
の
審
議
を
経
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
答
申
に
あ

た
っ
て
は
当
該
物
件
の
指
定

妥
当
性
を
証
明
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
認
定
さ
れ
て
も

制
約
が
多
く
、
希
望
し
な
い

ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。ま
た
、

当
該
関
係
者
か
ら
の
申
請
が

必
要
だ
。
極
楽
寺
は
既
に
町

申
し
上
げ
た
、
こ
の
「
等
」

は
必
要
と
認
め
た
時
は
援
助

で
き
る
と
い
う
意
味
合
い
だ
。

町長に問う
一 般 質 問

２議員が登壇し町政を問いました。　　　　　
内容は質問者の責任において作成しています。
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県の新年度予算 
ほぼ町の要 望どおりに

県
営
住
宅
の
拡
充
は

県
営
住
宅
の
拡
充
は

Q
（
松
島
）
県
と
の
意

見
交
換
会
で
、
県
営

住
宅
に
つ
い
て
の
協
議
内
容

は
。A

（
町
長
）
町
は
人
口

が
減
少
し
て
い
る
の

で
県
の
協
力
を
お
願
い
し
た
。

Q
（
松
島
）
県
へ
ボ
ー

ル
を
投
げ
た
だ
け
の

よ
う
だ
が
そ
の
返
球
は
い
つ

頃
か
。
ま
た
、現
状
の
２
倍
・

３
倍
に
な
る
よ
う
汗
を
か
い

て
ほ
し
い
。

A
（
町
長
）
直
島
に
県

住
を
建
て
て
以
来
、

イノシシがいます、危険です

そ
の
内
容
は
。

A
（
町
長
）
極
め
て
良

好
と
い
う
報
告
だ
。

町
に
有
利
な
も
の
は

町
に
有
利
な
も
の
は

Q
（
丸
山
）
県
の
新
年

度
予
算
で
、
直
島
に

大
き
く
関
係
す
る
も
の
は
。

A
（
町
長
）
町
が
県
に

要
望
し
た
な
か
で
、

空
き
家
を
町
が
借
り
、
改
修

す
る
事
業
は
無
理
だ
が
、
積

浦
漁
港
高
潮
対
策
事
業
・
小

学
校
大
規
模
改
造
・
浄
水
場

更
新
・
直
島
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

整
備
工
事
な
ど
、
ほ
ぼ
要
望

ど
お
り
だ
。

荷
揚
げ
訓
練
の
内
容
は

荷
揚
げ
訓
練
の
内
容
は

Q
（
石
川
）
直
営
船
に

よ
る
災
害
時
荷
揚
げ

訓
練
の
内
容
は
。

A
（
町
長
）
緊
急
時
に

物
資
を
運
ぶ
こ
と
を

想
定
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

宮
浦
港
へ
、
ク
レ
ー
ン
で
降

ろ
せ
る
か
ど
う
か
の
確
認
だ

け
だ
っ
た
。

濵中町長

県住は
増やしたい

町長報告

◦12月４日　県への要望および県・町トップ
政談会が開催されました。

　 　県営住宅の整備を含めた住宅確保対策の
支援などを要望しました。

◦12月９日　町と県との意見交換会に政策部
長他が来庁されました。年３回意見交換し
て要望を伝えています。

　 　定住促進空き家活用事業、雨水対策事業、
直島港（本村港）ターミナル整備事業など
12件要望しました。

◦１月15日　瀬戸芸第16回総会が開催されま
した。

　 　計画では来年春・夏・秋と３シーズンで
計108日間の開催予定となっています。

◦１月29日　四国財務局より財務状況診断書
の交付を受けました。

◦２月３日　四国地方整備局高松港湾・空港
整備事務所の直営船による災害時荷揚げ訓
練が宮浦港で実施されました。

◦２月12日　新年度の県予算（案）の説明に
政策部長が来庁されました。

◦２月23日　町焼却施設整備工事安全祈願祭
が執り行われました。

　 　来年３月には「環境のまち・直島」にふ
さわしいすばらしい施設が完成します。

（主なもの）主
な
質
疑

県
は
ど
こ
に
も
建
て
て
い
な

い
。
か
な
り
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
が
今
後
と
も
協
議
を
重
ね

た
い
。イ

ノ
シ
シ
対
策
は

イ
ノ
シ
シ
対
策
は

Q
（
井
下
）
イ
ノ
シ
シ

対
策
だ
が
、
他
町
は

ど
う
し
て
い
る
の
か
。
町
に

は
鉄
砲
の
免
許
を
持
っ
た
人

は
２
人
し
か
い
な
い
。
今
後

ど
う
考
え
て
い
く
の
か
。

A
（
町
長
）
各
市
町
と

も
困
っ
て
い
る
ら
し

い
。

　

最
近
、
食
べ
さ
せ
た
ら
子

ど
も
が
で
き
な
く
な
る
エ
サ

が
あ
る
ら
し
い
の
で
是
非
活

用
を
、
と
い
う
案
が
あ
り
、

瀬
戸
芸
の
テ
ー
マ
は

瀬
戸
芸
の
テ
ー
マ
は

Q
（
井
下
）
実
行
委
員

会
で
次
回
特
に
力
を

入
れ
る
テ
ー
マ
は
「
食
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
「
国
際
的
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
言
わ
れ

た
が
町
は
そ
れ
に
関
係
す
る

の
か
。

A
（
町
長
）
ア
ジ
ア
諸

国
の
料
理
と
か
作
品

を
展
示
し
て
ア
ジ
ア
と
の
交

流
を
強
め
た
い
と
い
う
説
明

だ
っ
た
。
町
に
は
あ
ま
り
関

係
な
い
。

町
の
財
務
状
況
は

町
の
財
務
状
況
は

Q
（
浜
口
）
四
国
財
務

局
か
ら
財
務
状
況
診

断
書
の
交
付
を
受
け
た
が
、

県
も
調
べ
て
い
る
。

　

鉄
砲
は
、
住
宅
か
ら
２
０

０
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
な
い

と
使
用
で
き
な
い
の
で
町
内

で
は
あ
ま
り
撃
て
る
場
所
が

な
い
。
罠
猟
が
メ
イ
ン
に
な

る
。
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②
他
の
人
を
傷
付
け
な
い

使
い
方
を
す
る
。

　

③
夜
９
時
ま
で
に
は
使
用

を
や
め
る
。

い
じ
め
は
な
い
か

い
じ
め
は
な
い
か

Q
（
丸
山
）
以
前
の
弁

論
大
会
で「
い
じ
め
」

の
テ
ー
マ
が
多
か
っ
た
が
、

今
回
の
テ
ー
マ
は
。
ま
た
、

い
じ
め
は
な
い
か
。

A
（
教
育
長
）
今
回
の

テ
ー
マ
は
「
人
権
尊

重
の
大
切
さ
」
に
つ
い
て

だ
っ
た
。

　

い
じ
め
は
存
在
し
な
い
。

県の新年度予算 
ほぼ町の要 望どおりに

研
究
開
発
学
校
と
の
違
い
は

研
究
開
発
学
校
と
の
違
い
は

Q
（
石
川
）
研
究
開
発

学
校
と
今
回
の
教
育

課
程
特
例
校
の
違
い
は
。

A
（
教
育
長
）
前
者
は

新
し
い
学
習
指
導
要

領
を
作
る
た
め
の
実
践
研
究

で
、
後
者
は
指
導
要
領
の
枠

を
は
ず
れ
て
実
施
で
き
る
指

定
で
、
こ
の
お
墨
付
き
が
あ

れ
ば
研
究
開
発
学
校
の
指
定

が
終
わ
っ
て
も
同
じ
よ
う
な

研
究
実
施
が
で
き
る
。

３つの約束守ってネ !

元気ハツラツ「剣道教室」

主
な
質
疑

岡教育長

３つの
約束を
推進する

教育長報告

◦12月11日　第８回定例町議会を中学２年生が傍

聴しました。

◦12月24日　小学校が文部科学省から教育課程特

例校に指定されました。

◦12月24日　中学校で高松北署による非行防止教

室が開かれ、携帯電話・スマートフォンの危険

性について講話がありました。

◦１月22日　日本を代表する企業の交流組織、

「フォーラム21」の関係者が小中学校の英語教

育の取り組みを視察しました。

◦１月25日　体育協会主催の「剣道教室」が開催。

直島剣道スポーツ少年団など70名が参加。香川

県警松本政司師範が講師として講演と実技指導

を行いました。

◦１月30日　校内弁論大会を開催。

　 　人権尊重をテーマに代表者９名が発表しまし

た。保護者も出席しました。

◦２月３日　中学校生徒会役員が小学６年生を対

象に携帯電話・スマートフォンの危険性につい

て注意喚起しました。

◦２月13日　市町教育委員長・教育長会議で新年

度教育予算、小中学生のスマートフォン使用適

正化を協議、「さぬきっ子の約束」が提案されま

した。

（主なもの）

３
つ
の
約
束
と
は

３
つ
の
約
束
と
は

Q
（
浜
口
）
携
帯
・
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使

用
に
関
す
る
報
告
が
多
い

が
、具
体
的
内
容
に
乏
し
い
。

町
教
委
の
考
え
方
は
。

A
（
教
育
長
）
町
教
委

は
県
教
委
が
策
定
し

た
「
さ
ぬ
き
っ
子
の
約
束
」

の
３
つ
の
約
束
を
推
進
し
た

い
。Q

（
浜
口
）
３
つ
の
約

束
の
内
容
は
。

A
（
教
育
長
）
①
家
の

人
と
決
め
た
使
用

ル
ー
ル
は
守
る
。
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総 務・文 教経 済・民 生
石川 知久 委員長浜口 敏夫 委員長

　２月４日と 18 日・19 日の両日、合同常任委員会を開催し、各課か
らの現状・事業等の報告を受け、議論を交わしました。
　主なもののみ報告します。

〔
総
務
課
〕

年
末
警
戒
・
出
初
式

年
末
警
戒
・
出
初
式

○ 

12
月
27
日
〜
30
日　

消
防

団
員
が
延
べ
２
４
０
人
出

動
し
、
年
末
警
戒
に
当

た
っ
た
。

○ 

１
月
11
日　

出
初
式
を
挙

行
。
団
員
90
人
、
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
員
18
人
、
少
年

消
防
ク
ラ
ブ
員
10
人
が
参

加
し
、盛
大
に
行
わ
れ
た
。

〔
ふ
れ
あ
い
診
療
所
〕

 

（
４
月
か
ら
１
月
末
ま
で
）

○
外
来
診
療
件
数

　

１
日
平
均
67
・
６
人

○
入
院
患
者

　

１
日
平
均
７
・
２
人

○
病
床
稼
働
率
37
・
６
％

○ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
者
は
毎
年
少
し
ず
つ

減
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

今
年
は
患
者
数
が
大
幅
に

増
え
て
い
る
。

○ 

直
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

か
ら
車
椅
子
５
台
、
歩
行

器
４
台
の
寄
贈
が
あ
っ
た
。

〔
住
民
福
祉
課
〕

町
独
自
の
子
育
て
支
援 

 

事
業
始
ま
る

町
独
自
の
子
育
て
支
援

事
業
始
ま
る

○
支
給
対
象
児
ひ
と
り
当
た

な
ど
に
よ
り
、
受
信
障
害

が
発
生
し
て
い
る
が
、
最

大
限
の
努
力
で
対
応
し
て

い
る
。

Q
　

消
防
各
分
団
の
装

備
を
均
一
化
で
き
な

い
か
。
ま
た
、
琴
反
地
地
区

の
水
道
管
改
良
に
併
せ
て
、

消
火
栓
の
新
設
は
で
き
な
い

か
。A

　

消
防
団
と
協
議
し

て
対
応
す
る
。

月
13
日
に
小
学
校
で
非
行

防
止
教
室
が
開
催
さ
れ
た
。

Q
　

携
帯
や
ス
マ
ホ
の

使
用
に
ル
ー
ル
を
決

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
　

教
育
委
員
会
、
学

校
で
課
題
意
識
を

持
っ
て
き
た
。
県
が
ル
ー
ル

づ
く
り
を
し
て
お
り
、
４
月

に
子
ど
も
向
け
や
保
護
者
向

け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布

す
る
。

り
月
額
３
０
０
０
円
の
子
育

て
支
援
券
を
支
給
す
る
。

（
主
な
質
疑
）

Q
　

対
象
は
紙
お
む
つ

と
粉
ミ
ル
ク
だ
け
に

限
定
す
る
の
か
。

A
　

そ
の
他
の
育
児
用

品
も
検
討
す
る
。

Q
　

島
外
に
里
帰
り
出

産
し
た
場
合
１
ヵ
月

以
内
の
申
請
は
難
し
い
と
思

う
が
。

A
　

不
公
平
に
な
ら
な

い
よ
う
検
討
す
る
。

（
委
員
か
ら
）
子
育
て
支
援

は
大
賛
成
。
制
度
設
計
を

し
っ
か
り
と
。

〔
建
設
経
済
課
〕

横
防
家
族
用
住
宅
は
４
月
に
募
集

横
防
家
族
用
住
宅
は
４
月
に
募
集

○ 

横
防
家
族
用
住
宅
は
４
月

中
に
入
居
者
募
集
、
５
月

１
日
の
入
居
に
予
定
変

更
。
家
賃
は
４
万
５
千
円

を
予
定
。

○ 

本
村
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備

の
全
体
イ
メ
ー
ジ
案
が
示

さ
れ
、
４
つ
の
球
体
の
中

に
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・
待

〔
教
育
委
員
会
〕

大
盛
況
の
講
演
会

大
盛
況
の
講
演
会

○ 

11
月
27
日　

人
権
・
同

和
講
演
会
を
開
催
し
、

１
７
０
人
の
参
加
者
が

あ
っ
た
。

租
税
・
非
行
防
止
教
室

租
税
・
非
行
防
止
教
室

○ 

12
月
12
日
に
中
学
校
、
１

月
26
日
に
小
学
校
で
租
税

教
室
が
開
催
さ
れ
た
。

○ 

12
月
24
日
に
中
学
校
、
１

放水はじめ !（出初式）子育て支援券で購入を

合
室
・
ト
イ
レ
・
駐
輪
場

が
配
置
さ
れ
る
。

（
委
員
か
ら
）
冬
は
寒
風
が

防
げ
、
夏
は
風
通
し
を
良
く

し
て
も
ら
い
た
い
。

〔
環
境
水
道
課
〕

○ 

新
年
度
か
ら
水
道
検
針
用

に
ハ
ン
デ
ィ
端
末
を
導
入

す
る
。

○ 

10
月
か
ら
、
燃
え
る
ご
み

の
収
集
は
、
月
・
水
・
金

に
変
更
す
る
予
定
。

○ 

粗
大
ご
み
・
不
燃
ご
み
・

資
源
ご
み
な
ど
は
資
源
化

施
設
で
受
け
入
れ
る
。

空
き
家
改
修
等
事
業
補
助
金 

 

交
付
要
項
（
案
）
を
協
議

空
き
家
改
修
等
事
業
補
助
金

交
付
要
項
（
案
）
を
協
議

○ 

町
内
に
あ
る
空
き
家
の
有

効
活
用
を
図
り
、
町
内
へ

の
移
住
や
定
住
を
促
進
す

る
た
め
、
空
き
家
の
改
修

等
の
費
用
の
一
部
を
補
助

す
る
も
の
。

Q
　

①
年
明
け
の
転
入

者
や
外
国
人
の
移
住

希
望
者
は
、
補
助
金
申
請
要

件
の
町
の
納
税
証
明
の
添
付

は
で
き
な
い
の
で
は
。
②
５

年
以
上
居
住
す
る
意
思
の
確

認
は
ど
う
す
る
。
③
ま
ち
づ

く
り
景
観
条
例
な
ど
に
基
づ

く
他
の
補
助
制
度
と
の
関
連

は
。A

　

議
会
の
意
見
を
踏

ま
え
、
再
度
検
討
し

直
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
配
布
状
況

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
配
布
状
況

○ 

２
月
13
日
現
在
１
１
５
７

台
を
配
布
済
。
通
信
状
況
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小林 眞一 委員長
　

２
月
18
日
、
三
菱
マ
テ
リ

ア
ル
株
式
会
社
直
島
製
錬
所

か
ら
小
出
所
長
他
、
町
か
ら

町
長
、
担
当
課
長
他
が
出
席

し
、
第
87
回
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
「
所
長
に
は
環

境
面
で
前
向
き
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
て
い
る
。ま
た
、

あ
と
２
年
ほ
ど
で
直
島
製
錬

所
が
百
周
年
を
迎
え
る
が
、

お
互
い
の
発
展
に
尽
力
を
お

願
い
し
た
い
」
と
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
所
長
か
ら
「
次

の
１
０
０
年
に
向
け
て
新
し

い
時
代
を
築
く
気
概
で
や
っ

て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
直
島
製
錬
所
の
現
況
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

現
況
報
告
の
主
な
も
の

現
況
報
告
の
主
な
も
の

・ 

積
浦
の
ビ
オ
ト
ー
プ
で
夏

に
は
ホ
タ
ル
が
乱
舞
す
る

予
想
を
し
て
い
る
。

・ 

直
島
製
錬
所
は
、
三
菱
マ

テ
リ
ア
ル
の
基
幹
工
場
で

あ
る
。

・ 

循
環
型
社
会
に
貢
献
す
る

№
１
企
業
を
目
指
す
。

・ 

今
年
４
月
に
20
人
ほ
ど
の

新
入
社
員
を
採
用
。
そ
の

A
　

白
ア
リ
被
害
が
あ

り
駆
除
す
る
に
は
２

年
く
ら
い
必
要
だ
。

Q
　

女
性
の
従
業
員
が

₂₁
人
で
少
な
い
よ
う

だ
が
。

A
　

鉱
山
発
祥
の
場
所

は
男
社
会
に
な
っ
て

し
ま
う
が
、
今
後
は
女
性
が

活
躍
で
き
る
場
所
は
必
ず
あ

る
。

　

な
ど
、
多
く
の
質
疑
が
あ

り
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
三
菱
あ
っ
て
の

直
島
で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
見
慣
ら
い
な
が
ら
共

に
良
く
な
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
町
長
の
発
言

を
受
け
て
閉
会
し
ま
し
た
。

活性化対策特別

三菱マテリアル独身寮建設予定地

委員会であいさつされる小出所長

町と製錬所、
共に発展しよう

先
も
20
人
の

採
用
予
定
。

・ 

次
の
１
０
０

年
、
子
や
孫

に
残
す
安
心

し
て
働
け
る

製
錬
所
を
創

る
。

・ 

菱
濤
館
を
予

約
し
て
特
別

な
記
念
日
な

ど
に
使
用
し

て
ほ
し
い
。

・ 

50
戸
ほ
ど
の
独
身
寮
を
建

て
る
。

・ 

銅
ス
ラ
グ
は
、
重
量
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
骨
材
と
し
て

使
っ
て
も
ら
う
。

　

な
ど
、
詳
し
く
説
明
を
受

け
質
疑
に
入
り
ま
し
た
。

（
主
な
質
疑
）

Q
　

ス
ラ
グ
の
販
売
見

通
し
は
ど
う
か
。

A
　

セ
メ
ン
ト
の
需
要

が
多
い
の
で
、
今
年

の
10
月
頃
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー

ト
用
骨
材
に
販
売
し
て
い
く

予
定
。

Q
　

能
見
上
の
ア

パ
ー
ト
の
空
き
室
を

貸
す
こ
と
は
無
理
か
。

条
　
例
　
改
　
正

町
民
会
館
の
設
置
及
び 

 

管
理
に
関
す
る
条
例

町
民
会
館
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例

　

町
民
会
館
の
設
置
及
び
管

理
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る

も
の
。

（
主
な
質
疑
）

Q
　

町
民
会
館
の
別

ネ
ー
ミ
ン
グ
（
サ
ブ

ネ
ー
ム
）は
考
え
な
い
の
か
。

A
　

町
民
会
館
の
名
で

親
し
ん
で
い
る
が
、

今
後
検
討
し
て
み
る
。

Q
　

備
品
を
壊
し
た
場

合
の
賠
償
、
開
閉
時

間
、
電
気
・
水
道
・
ガ
ス
等

大
量
に
使
用
し
た
時
の
料
金

は
ど
う
な
る
。

A
　

備
品
の
賠
償
等

は
、
規
則
で
記
載
し

た
い
。
ガ
ス
等
は
、
今
後
検

討
す
る
。

Q
　

葬
儀
で
の
使
用
は

で
き
る
の
か
。

A
　

使
っ
て
も
ら
っ
て

問
題
な
い
。

討　

論

賛
成
（
浜
口
）

　

町
民
に
と
っ
て
便
利
で
、

利
用
し
や
す
い
施
設
に
し
て

も
ら
い
た
い
。

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

介
護
保
険
料
率
等
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
。

（
主
な
質
疑
）

Q
　

提
案
条
例
を
資
料

の
条
例
要
旨
で
説
明

し
て
い
る
が
、
条
例
の
内
容

を
す
べ
て
説
明
で
き
て
い
な

い
が
。

A
　

資
料
の
説
明
が
不

十
分
で
あ
っ
た
。

課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　

ま
ち
づ
く
り
観
光
課
を
新

し
く
設
置
す
る
も
の
。

討　

論

賛
成
（
大
谷
）

　

町
の
発
展
が
見
え
て
く
る

す
ば
ら
し
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
で

賛
成
す
る
。

町
営
家
族
用
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

町
営
家
族
用
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

　

横
防
家
族
用
住
宅
の
使
用

料
等
を
付
け
加
え
る
も
の
。

　

家
賃
は
月
額
４
万
５
０
０

０
円
と
な
っ
た
。
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平
成
26
年
度
　
予
算
補
正

　

３
月
議
会
は
、
年
度
の
最

後
の
定
例
議
会
で
あ
り
、
歳

入
は
精
査
を
し
、
歳
出
は
事

業
等
で
確
定
し
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
係
数
整
理
を
し
ま
し

た
。一

般
会
計

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

２
億
９
３
８
７
万
円
を
追
加

し
、
47
億
４
０
６
７
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

◎
歳
入
の
主
な
も
の

●
町
税

 

７
４
６
８
万
円
追
加

●
地
方
交
付
税

 

２
億
２
２
７
５
万
円
追
加

●
国
庫
支
出
金

 

４
６
８
５
万
円
追
加

●
県
支
出
金

 

８
２
５
２
万
円
減
額

●
繰
越
金

 

８
４
５
３
万
円
追
加

◎
歳
出
の
主
な
も
の

●
町
民
会
館
費

 

３
１
４
４
万
円
追
加

●
財
政
調
整
基
金
費

 

３
億
９
０
１
２
万
円
追
加

●
塵
芥
し
尿
処
理
費

監
査
報
告

 

８
１
３
０
万
円
減
額

● 

商
工
業
振
興
費

 

２
１
７
８
万
円
追
加

（
主
な
質
疑
）

Q
（
小
林
）
歳
入
の
負

担
金
な
ど
減
額
補
正

が
多
い
が
。

A
（
総
務
課
長
）
予
算

査
定
す
る
側
も
十
分

注
意
す
る
。

特
別
会
計

下
水
道
会
計

下
水
道
会
計

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
２
０
３
９
万
円
を
減
額
し

２
億
９
９
６
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

（
主
な
質
疑
）

Q
（
石
川
）
下
水
処
理

水
売
却
金
は
減
額
、

ポ
ン
プ
電
気
代
は
増
額
と

な
っ
て
い
る
が
電
気
代
も
減

る
の
で
は
な
い
か
。

A
（
環
境
水
道
課
長
）

当
初
予
算
で
下
水
処

理
水
売
却
金
を
多
く
計
上
し

す
ぎ
た
。

　
最
少
の
経
費
で
最
大
の

 

効
果
を
上
げ
る
よ
う
望
む
　

 

監
査
委
員　

岡
田　

英
機

 

小
野　

孝
一

　

本
年
度
の
財
政
事
情
は
、
税
収
等
は
企
業
収
益
の
持
ち

直
し
な
ど
で
、
一
定
程
度
回
復
が
見
込
ま
れ
る
が
、
社
会

保
障
関
係
費
の
自
然
増
、
公
債
費
が
高
い
水
準
で
推
移
す

る
こ
と
や
、
診
療
所
会
計
、
下
水
道
会
計
へ
の
繰
出
金
が

多
額
で
、
楽
観
視
で
き
な
い
財
政
状
況
で
あ
る
。

　

激
変
す
る
政
局
や
経
済
情
勢
に
留
意
し
、
財
源
と
し
て

税
等
の
滞
納
整
理
に
対
す
る
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
強
化

す
る
よ
う
望
む
。

　
国
保
税
の
滞
納
は
重
要
な
課
題
　

　

国
保
会
計
は
、
ひ
と
り
当
た
り
の
医
療
費
が
県
内
で
最

も
高
く
、
厳
し
い
状
況
が
続
く
。
医
療
費
の
抑
制
策
の
強

化
に
努
め
、国
保
税
の
滞
納
整
理
を
強
化
す
る
よ
う
望
む
。

　
繰
入
金
を
い
か
に
減
ら
す
か
が
最
大
の
課
題
　

　

診
療
所
会
計
は
、
一
般
会
計
か
ら
多
額
の
繰
入
れ
を
し

て
い
る
。関
係
者
一
同
今
ま
で
以
上
の
努
力
を
お
願
い
し
、

継
続
的
な
健
全
経
営
が
行
え
る
よ
う
望
む
。

　
入
園
者
数
を
増
や
す
努
力
を
　

　

釣
公
園
会
計
は
、
食
の
提
供
で
引
き
続
き
好
評
を
得
て

い
る
が
、
気
候
や
釣
果
の
影
響
で
入
園
者
数
は
減
っ
て
い

る
。
繰
入
れ
が
多
額
で
あ
る
現
状
を
踏
ま
え
、
サ
ー
ビ
ス

面
で
さ
ら
な
る
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、
民
間
委
託
等
の
検

討
を
し
、
経
営
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
図
る
よ
う
望
む
。

新
教
育
長
決
ま
る

自
治
功
労
表
彰

原　貴 教育長
丸山 義朗 議員小野 孝一 議員

　

前
任
者
の
退
職
に
と
も
な
う
後
任
の
教
育
長
と
し

て
原　

貴
氏
の
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
３
年
間
。

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
会
長
か
ら
自
治
功
労
者
と

し
て
、
丸
山
議
員
、
小
野
議
員
の
２
名
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

「定数問題」を協議中の合同委員会　　　
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このコーナーは、議員が以前に一般質問や委員会などで質問した問題が、
その後どうなっているか追跡してお知らせします。

議員定数は現状どおりで
　かねてからの懸案事項であった議員報酬・定数の削減問題につき協議した結果を報告します。
　報酬問題は平成23年12月議会に15％削減の条例改正を提出し、全員賛成で可決しており、年間約510万円の
経費節減になっています。
　定数問題は、その後も度々協議を重ねてきましたが平成26年８月の委員会において結論を出しました。�

意　見

結　果

削減賛成……２人
削減反対……８人

　以上のとおりの結果になり、今回は議員定数削減問
題は見送ることになりました。
　しかし、議員一同この問題は今後とも協議していく
必要があると考えております。

〔� 〕

（定数削減に賛成意見）
・�現在の10人が多すぎるとは思わないが、直島という地域性や今の時世を考えると８人程度だろう。
・�町村概況検索システムでは人口が3,000人から5,000人の町の定数は10人の町村が多い。が、前回の選挙の時、
町民から定数減についての意見が多かった。
　�賛否が拮抗した時に議長が１票投じるという観点から奇数の９人に。
（定数削減に反対意見）
・�民主政治を堅持するには現状の10人が限界だ。
・�住民の声をできるだけ多く拾い上げていくために現状維持。
・�現在が最低限であり最少必要維持。
・�定数を減らすと偏った意見になりかねない。この任期の間に報酬削減は行った。
・�議会には議決権があり、町の意思決定に対し大きな影響力があり、責務がある。削減すると多様な意見が出に
くくなり、偏った議会運営になりかねない。
・�減らした場合、議会が弱体化する。また、リーダー的な強い人がいるとそちらに傾く恐れがある。
・�いろんな意見を吸収していくという意味では多い方が良い。３年前に議員報酬を大幅にカットし、県で最低に
なっている。定数は現状で良い。
・�現状維持で。人口が3,000人を割るような状況になった時にでも考えたら良いのではないか。

※参考（町議会議員報酬と定数の変遷）

時　　期 定数 期　間
（年数）

報　酬
（月） 町人口

昭和22年５月１日～ 22人 20年 年 500円 1/1現在 6,987人
昭和42年５月１日～ 18人 12年 15,000円 1/1現在 6,768人
昭和54年５月１日～ 14人 16年 100,000円 1/1現在 5,453人
平成７年５月１日～ 12人 12年 231,000円 4/1現在 4,235人
平成19年５月１日～ 10人 　 225,000円 4/1現在 3,456人
平成24年４月１日～ 　 　 191,000円 4/1現在 3,223人
平成27年 　 　 　 3/1現在 3,141人

「定数問題」を協議中の合同委員会　　　
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出
に
残
る
よ
う
な

こ
と
は
あ
り
ま
し

た
か
。

Ａ
　
忘
れ
物
を
港

ま
で
届
け
て
あ
げ

た
ら
大
変
喜
ん
で

く
れ
た
こ
と
と

か
、
み
そ
汁
が
お

い
し
か
っ
た
と
喜

ん
で
く
れ
た
こ
と

で
す
か
ね
。

Q　

何
か
、
こ
う

し
た
ら
も
っ
と
お

客
さ
ん
が
増
え
る

と
い
う
考
え
は
あ

り
ま
す
か
。

Ａ　

メ
ニ
ュ
ー

が
マ
ン
ネ
リ
化

し
て
い
る
部
分

が
あ
り
ま
す
の

で
、
メ
ニ
ュ
ー

改
善
を
し
た
い

と
も
思
っ
て
い

ま
す
。

₁₇
時
以
降
も

予
約
し
て
　

Q　

最
後
に
、

読
者
の
方
々
に

サ
ロ
ン
「
な
ご

み
」
の
Ｐ
Ｒ
を

と
平
日
で
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ　

そ
う
で
す
ね
、
11
時
半

か
ら
13
時
の
お
昼
休
み
の
時

間
が
多
い
で
す
。
特
に
平
日

は
仕
事
の
人
が
来
ら
れ
る
の

で
、
休
日
よ
り
多
い
で
す
。

Q　

町
内
と
町
外
の
方
、
ど

ち
ら
が
多
い
で
す
か
。

Ａ　

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
町

外
の
方
が
多
い
で
す
。
特
に

観
光
で
来
ら
れ
る
団
体
の
予

約
も
多
い
の
で
、
そ
う
感
じ

ま
す
。

Q　

今
ま
で
良
か
っ
た
こ
と

や
困
っ
た
こ
と
な
ど
、
思
い

堀口　晴美 さん村木　富枝 さん

いつも盛り付けには気を使います

お昼は忙しいんです !

メニューの
改善をしたい

古紙配合率100%再生紙を使用しています

　
「
カ
ツ
カ
レ
ー
お
待
た
せ

し
ま
し
た
」

　

今
回
登
場
い
た
だ
く
の
は

元
気
な
声
で
お
い
し
い
定
食

で
お
も
て
な
し
を
す
る
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
サ
ロ
ン
「
な
ご

み
」
の
皆
さ
ん
で
す
。
代
表

の
堀
口
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

Q　

さ
っ
そ
く
で
す
が
「
な

ご
み
」
は
何
人
で
が
ん
ば
っ

て
お
ら
れ
ま
す
か
。

Ａ　

村
木
さ
ん
、萬
代
さ
ん
、

伊
澤
さ
ん
と
私
堀
口
の
４
人

で
す
。

Q　

営
業
時
間
と
定
休
日
は
。

Ａ　

定
休
日
は
毎
週
月
曜
日

で
、
営
業
時
間
は
火
曜
日
が

10
時
か
ら
14
時
、
そ
の
他
は

10
時
か
ら
17
時
ま
で
で
す
。

　

た
だ
し
、
７
月
か
ら
９
月

の
間
は
火
曜
日
も
17
時
ま
で

や
っ
て
ま
す
。

Q　

メ
ニ
ュ
ー
が
多
い
で
す

が
、
よ
く
出
る
ベ
ス
ト
３
は

何
で
す
か
。

Ａ　

ト
ン
カ
ツ
定
食
・
か
ら

揚
げ
定
食
・
し
ょ
う
が
焼
定

食
が
人
気
で
す
ね
。

Q　

や
は
り
お
客
さ
ん
は
お

昼
に
集
中
し
ま
す
か
。
休
日

ど
う
ぞ
。

Ａ
　
17
時
以
降
で
も
予
約
し

て
い
た
だ
け
た
ら
、
お
引
き

受
け
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ご
来

店
の
皆
さ
ま
の
お
腹
と
心
が

満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
、
皆

さ
ん
元
気
で
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
。

Ｉ
Ｔ
の
光
と
影

　

パ
ソ
コ
ン
、携
帯
電
話
、

ス
マ
ホ
な
る
Ｉ
Ｔ
機
器
。

　

こ
れ
ら
の
機
能
は
ど
こ

ま
で
進
む
の
だ
ろ
う
。

　

確
か
に
使
い
方
に
よ
っ

て
は
日
常
生
活
の
上
で
、

す
ご
く
便
利
な
も
の
に
違

い
な
い
。

　

し
か
し
、
便
利
さ
の
ウ

ラ
に
は
リ
ス
ク
は
つ
き
も

の
。

　

わ
が
国
の
小
・
中
学
生

の
所
持
率
は
、
着
々
と
上

昇
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

過
度
な
使
用
に
よ
る
学

力
・
視
力
の
低
下
が
心
配
。

　

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
事

件
に
も
つ
な
が
り
つ
つ
あ

る
。

　

県
内
で
も
警
察
・
学
校
・

教
育
委
員
会
な
ど
が
、
そ

の
危
険
性
や
、
適
正
な
使

用
に
つ
い
て
指
導
は
し
て

い
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
内
容
は

イ
マ
イ
チ
の
感
あ
り
。

　

む
し
ろ
法
に
よ
る
機
能

制
限
や
、
規
制
強
化
が
先

決
と
思
う
の
だ
が
…
。

 

（
蓬
記
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

議
　
長
　
蓬　
　

清
二

委
員
長
　
井
下　

良
雄

副
委
員
長
　
丸
山　

義
朗

委
　
員
　
議
員
全
員

編
集
後
記

サロン「なごみ」の皆さん

萬代　昌子 さん伊澤　亜矢 さん


